
「若者「若者のの自立自立・・挑戦挑戦のためののためのアクションプランアクションプラン」」のポイントのポイント

②② 働く意欲が不十分な若年者やニートと呼ばれる無業者などに対して、働く意欲や能力を高める総合的な対策を働く意欲が不十分な若年者やニートと呼ばれる無業者などに対して、働く意欲や能力を高める総合的な対策を
推進推進するする

①① 学校段階からの学校段階からのキャリア教育キャリア教育を推進しを推進し、その効果的な実施のため、その効果的な実施のため地域地域レベルにおける連携を強化レベルにおける連携を強化するする

③③ 企業内人材育成の活性化を促進し、産業競争力の基盤である産業人材の育成・強化を図る企業内人材育成の活性化を促進し、産業競争力の基盤である産業人材の育成・強化を図る

④④ ジョブカフェ、日本版デュアルシステム等ジョブカフェ、日本版デュアルシステム等をを推進推進しし、的確な評価に基づ、的確な評価に基づきき事業成果の向上事業成果の向上を図るを図る

⑤⑤ 若者問題について国民的な関心を喚起するとともに、国民各層が一体となっ若者問題について国民的な関心を喚起するとともに、国民各層が一体となったた取組を推進するため、広報・啓取組を推進するため、広報・啓
発活動を積極的に実施発活動を積極的に実施するする

● 働く自信を高め、意欲を喚起・向上するため、合宿形式による「若者自立塾（仮称）」を創設する。
● ボランティア活動など無償の労働体験等を通じて就職力を強化する事業（ジョブパスポート事業）を創設する。
● 工場、訓練施設の親子への開放、ものづくり技能競技大会の実施などにより、子供から大人までものづくりに親しむ社会を形成する（ものづくり立国の推進）。

● 「若年者のためのワンストップサービスセンター（ジョブカフェ）」のサービスを充実するとともに、第三者による評価結果を踏まえ、事業成果の向上、成功事例の
普及・拡大を図る。

【実績】 就職者数 約1万人（15のモデル地域の就職者数：約5,600人)（平成16年9月末現在）

●企業実習と教育・職業訓練を組み合わせて実施する 「日本版デュアルシステム」を引き続き推進し、社会的定着を図る。
●若者が就職・仕事に役立つ知識・ビジネススキルを手軽に学べる機会を提供するため、「草の根eラーニング・システム」を整備する。

● 小中高校において、以下のような事業を通じて学校段階からのキャリア教育を推進する。
○ 中学校を中心に、５日間以上の職場体験等の実施などを通じ、キャリア教育の更なる強化を図る。
○ ハローワーク、産業界等が連携し、企業人等の学校への派遣、企業での就業体験等により職業意識の形成を支援する。
○ ＮＰＯ、企業等の民間の経験やアイデアを活用し、ものづくり等の働くことの面白さを伝える教育をモデル地域(10カ所程度)において実施する。

● これらの効果的な実施のため、学校、ＰＴＡ、教育委員会、労働局、経済産業局、地域の経営者協会や商工会議所等、地域レベルにおける関係者による協議の
場を設置する。また、各省庁から関係機関に対し、具体的な指示・協力依頼を行う。

● 専門高校等の生徒が、地域の伝統産業などの技術・技能を習得できるよう、各地域の産業界等と地域レベルで連携を図る。

● 人材投資の減少傾向を拡大に転じさせるとともに、企業における戦略的な人材育成への取組を強力に後押しするため、人材投資促進税制を創設する。
● 製造現場の中核人材の育成を促進するため、ものづくりのベテランの有する技術やノウハウを若手人材に継承するための拠点づくりを推進する。
● コンテンツ・ヘルスケア・集客交流等の戦略サービス分野を支える人材や、IT人材、MOT（技術経営）人材等を育成するため、教育プログラムの開発等を行う。

● 国民会議等若者の人間力を高めるための国民運動を推進するとともに、「若者チャレンジキャラバン（仮称）」などのシンポジウムを開催する。
● 女性若年層のキャリア形成のためのキャンペーン等を実施する。
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※ アクションプランの下、関連施策を実施するため、平成１７年度政府予算案において、６７９億円（前年度５２６億円）を計上。


